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養殖ヒトエグサ(アーサ)からの機能性多糖の分離・同定

【目的}
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私達の研究室では先に、沖縄県の特産物で全国の需要の95%余を供給しているオキナワ

モズクからブコイダンを分離・同定した(1 )。そして、物質および製造特許を取得した(特

許第3371124号)所である。

一方、ヒトエグサ (Monostromanitidum;アーサ)は緑藻類に属し、スープおよびてんぷら

等の材料として広く利用されている。日本では主に、中南部以西の地域で生育しており、

沖縄県でも北中城村および恩納村を中心に年間約 100'"'"'130 tを生産している。特に前者で

は、養殖により生産を行っている。ヒトエグサから分離された多糖は硫酸を含み、高い抗

血液凝固活性を有することが知られている。ここでは、養殖ヒトエグサから多糖の分離・

同定を行った結果を報告する。

[方法】

ヒトエグサは北中城村漁業共同組合から供与して頂いた。藻体を洗浄後、乾燥させ、粉

砕を行い希塩酸溶液に分散させて加熱撹枠によって粗多糖を得た。粗多糖は常法に従って

精製を行い供試した。精製多糖の全糖量、ウロン酸含量および硫酸含量は、それぞれブエ

ノール硫酸法、カルパゾーノレ硫酸法および硫酸バリウム重量法で測定した。構成糖の同定

は高速液体クロマトグラフィー (DX.α500)で、行った。また、多糖の赤外吸収スベクトル

はフーリエ変換型赤外分光光度計 (Bio.RadMerlin)によった。分子量はゲ、ノレ鴻過クロマト

グラフィーにより測定した。さらに、旋光度は自動旋光計 (Dlp.180;日本分光)で、 lSC.

およびlH-NMRスペクトルは取M-α500(日本電子)を用いて測定した。

【結果}

ヒトエグサから 19.0% (対乾燥藻体)の収率で精製多糖を得た。精製多糖の全糖、ウロ

ン酸、灰分、水分および硫酸含量はそれぞれ 61.2%、14.8%、27.3%、3.5%および 24.7%

であった。精製多糖を酸で加水分解後、高速液体クロマトグラフィーを行った結果、

Rhamnose、Xylose、GlucoseおよびGalactoseを同定した。それらの構成比はそれぞれ70.2: 

15.5 : 11.5 : 2.8であった。また、本多糖に硫酸基が置換していることを確認した。構成糖

と硫酸基の比はそれぞれL・Rha:Uronic acid: D-Xyl : D-Glc : H2S04 = 8: 3 : 2 : 1 : 10であっ

た。ゲル鴻過クロマトグラフィーにより、それぞれ1.31X 106、3.5X 105および 1.2X105 

の分子量の多糖が存在した。 13C-および lH-NMRの結果より、ヒトエグサから分離した

多糖は L.Rhamnoseを主成分とするキシログ、/レクロノラムナン硫酸であることが解った。
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